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事業の進捗状況
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ダム本体及
び関連工事

用地取得

（118ha）

家屋移転
（49戸） １００％（４９戸）

試験湛水

付替道路※

(全体)
(14.4ｋｍ)

９２％（１３．３km）

９９％（１１７ha）

転流工

左岸部
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

左岸・右岸部
基礎掘削

９1％（１９．６km）
工事用道路※

(21.6ｋｍ)

河床部、右岸部
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

河床部
基礎掘削

※ 付替道路は道路工事が着手された工事の施工延長の進捗率

本体関連付替道路用地取得 工事用道路



ダム本体及び関連工事の現況
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付替道路・工事用道路の位置図
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道路整備工事の現況
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ハイブリッド重機 低炭素型のコンクリート 天然ガス由来の軽油代替燃料

コンクリート製造時に大量のCO2
を発生させるセメントの混合割合
を大幅に抑え、鉄鋼の製造過程で、
できる副産物の高炉スラグ微粉
末などを用いることでCO2排出
量を最大80%削減。

新丸山ダム建設現場では、
15,000m3の低炭素型コンリー
トで約2,800㌧のCO2を削減。
約1,500人が1年間に家庭から
排出する量に相当。

コンクリートの構成材料

天然ガス由来の燃料で、環境負荷
の少ないクリーンな軽油代替燃料。
石油 由来の製品と同等の性状を
保持しつつ、軽油対比でCO2排
出量を8.5％削減。

ダム建設現場で使用する建設重
機や発動発電機の燃料に使用し、
周辺環境の影響を抑制。

重機が車体を旋回して、スピード
を落としていくときに生じるエネ
ルギーを、電気モーターを使って
電気エネルギーへ変換するシステ
ムを搭載。

重機がエンジンを加速させるとき
に、 補助エネルギーとして、蓄電
された電気エネルギーを使用し、
燃料消費量を約２７％削減。加え
て、CO2を削減。

カーボンニートラルの実現に向けた取り組み
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２．新丸山ダム周辺地域の特徴３．地域の目指す地域振興の基本的な考え方

周辺地域の魅力を高め、
満足度を継続的に高める

＝魅力を高める＝
地域資源を
磨き、発掘し、
つなげる

＝消費の活性化＝
地域経済の
好循環を
生み出す

＝人を集める＝
来訪者や
関係人口を
増やす

【地域資源】豊かな自然・風景、歴史・文化、食、伝統芸能 交通インフラ施設 等

新丸山ダム周辺地域振興ビジョン(Ｒ５年３月)』を策定し、２市２町と様々な主体が幅広い分野
において、つながり連携し、周辺地域の魅力を高め、地域の満足度を継続的に高める。

地域の目指す地域振興

地域活性化の取り組み
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魅力をつなぐプロジェクト（連携して取組む施策）
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原石山・口杣沢受入地
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ダム本体工事全体配置図

口杣沢

発生土受入地

骨材製造設備

新丸山ダム

原石山

（1次2次破砕設備）

原石山

発生土受入地

骨材調整ビン

コンクリート

製造設備

弧動式

ケーブルクレーン
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R6.1撮影

骨材製造設備『一次、二次破砕設備』（場所：原石山場内）

原石山で採取した岩石を破砕分級し、ダムコンクリート
の骨材を製造する設備を設置します。

1次破砕設備

サージパイル

（貯蔵場所）

２次破砕設備

濁水処理設備

完成イメージ
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骨材製造設備および骨材貯蔵設備（場所：口杣沢受入地内）

骨材貯蔵設備

ふるい分け
設備

3次破砕設備

製砂設備

2次サージパイル
（貯蔵場所）

濁水処理設備

原石山で採取した岩石を破砕分級しダムコンクリートの
骨材を製造、および貯蔵する設備を設置します。

完成イメージ
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付替道路418号（7号橋）
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旧道と付替道路の位置図・整備状況
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７号橋全体 完成予想イメージ図

現在地

最大落差 Ｈ＝185m

至 八百津町

至 恵那市
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